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この結果から，白鳥座ループはいわゆる II型超新星爆発であったと結論している。白鳥座ループが爆発後 2 万年も
経過した古い超新星残骸であることを考えると，元の星の物質が残っていたと言うことは驚きである。重元素の非均
一性は，今後数十万年経過しても存在し続けると考えられるので，銀河空間内の広い領域が，重元素過剰の物質で占
められている可能性がある。これまで，ほとんど至るところの星間空間の重元素組成は，宇宙組成と呼ばれる平均値
になっていると広く信じられて来た。銀河に存在する重元素の供給源として重要な超新星残骸において，重元素分布
の非均一性の長く残っていることが見つかったことは，いわゆる宇宙組成に大きな疑問を投げかけるものである。以
上の点から，本論文は博士(理学)の学位論文として十分に価値あるものと認める。
